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平成２６年度新規高等学校卒業予定者等の就職内定状況等を取りまとめ
【平成２６年１０月末現在】

徳島新卒者等就職・採用応援本部（本部長 樋野浩平徳島労働局長）は、平成

２７年３月新規学校卒業予定者の求人・求職・就職内定状況（平成２６年１０月
末現在）（速報値）を取りまとめました。その概要は次のとおりです。

～新規高卒就職内定率は７６．３％と前年同期を６．２ポイント上回る～

～新規大卒就職内定率は４４．４％と前年同期を３．５ポイント上回る～

Ⅰ 新規高等学校卒業予定者

１ 就職内定状況について

(1) 求職者（就職希望者数）は１，４６４人、前年同期（１，４６８人）に比べ４人（

０．３％）減少した。
(2) 就職内定者は１，１１７人、前年同期（１，０２９人）に比べ８８人（８．６％）増

加した。
(3) 就職内定率は７６．３％、前年同期（７０．１％）を６．２ポイント上回った。

平成２６年度

１，１１７人 （就職内定者数）

１，４６４人 （就職希望者数）

平成２５年度

１，０２９人 （就職内定者数）

１，４６８人 （就職希望者数）

※学校または安定所を通じた就職を希望する生徒の状況の集計
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２ 求人の状況について

県内の安定所で受理した求人数は１，６４３人で、前年同期（１，３２４人）に比べて

３１９人（２４．１％）増加した。

３ 県内就職希望者数の状況について

（１） 県内就職希望者は１，１１７人、前年同期（１，１４２人）に比べ２５人（２．２％）

減少した。

（２） 県内就職内定者は８１０人、前年同期（７４１人）に比べ６９人（９．３％）増加し

た。

（３） 県内就職内定率は７２．５％、前年同期（６４．９％）を７．６ポイント上回った。

Ⅱ 新規大学卒業予定者

１ 就職内定状況（届出済分）について

（１） 求職者（就職希望者）は２，１４９人、前年同期(２，１８４人)に比べて、３５人（１．

６％）減少した。

（２） 就職内定者は９５４人、前年同期(８９４人)に比べて、６０人（６．７％）増加し

た。

（３） 就職内定率は４４．４％、前年同期（４０．９％）を３．５ポイント上回った。

※本調査は、徳島労働局管内の各ハローワークが、未内定学生への就職支援のために、学校が既に把握している範囲で

の内定状況等を報告していただいた数の集計であり、内定を受けていても学校に届出していない学生は未内定として計

上されます。文部科学省と厚生労働省が、共同で調査して公表している全国の数値と直接比較できるものではありませ

ん。

２ 求人の状況について

県内・外の事業所から大学に提出された求人数は２２９，３７７人で前年同期

（２２９，３８６人）に比べ、９人減少した。

《就職支援の取組》

新規高卒就職内定率は、前年同期と比べ６．２ポイント上回っており、求人数の増加が大きな

要因と考えられるが、職種的にはバラツキが生じている。今年度も県内への就職希望者は８割近

くを占め、消費税増加に伴う反動の影響等もあり、厳しい就職環境が予想されるところです。

大卒就職内定率は、前年同期を３．５ポイント上回っているものの、就職希望者の６割弱が未

内定者となっており、引き続き厳しい状況が予想されるところです。

徳島労働局におきましては、各学校と連携を保ちながら未内定生徒を把握したうえで、ジョブ

サポーターによる求人開拓、個別面接、並びに就職面接会等の開催により卒業までに未内定者

ゼロの実現に向け全力で取組んでまいります。

また、１０月３１日（金）に開催した徳島新卒者等就職・採用応援本部第２回会合での「新卒応

援宣言」をもとに、産・学・官が連携し、将来ある新卒者の就職の実現に取り組んでまいります。


